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2020 年 12 月 1 日 No. 148（毎月 1 日発行） 

 

（台湾）新型コロナウィルス流行と対応の状況について 

台湾では、11 月 30 日時点で 4 月 13 日以降域内の新規

感染者は発生していない状態が続いています。しかし、ここ 1 ヶ

月ほど海外からの感染者の渡航が増えており、また海外での感

染拡大を受けて、12 月 1 日から 2 月 28 日まで秋冬感染

予防として対策を強化するという発表が行われました。 

 

【マスク着用の義務化】 

11 月 18 日中央感染症指揮センターは 12 月 1 日より以下

の場所でのマスク着用を義務付け、違反した者には最高で

15,000 台湾ドルの罰金を科すとの発表を行っています。 

・対象となる場所 

医療・介護施設及び託児所等、公共交通機関、スーパー・百

貨店などの商業施設、図書館・塾などの教育施設、映画館・

博物館等の鑑賞施設、カラオケ・クラブなどの娯楽施設、寺・廟などの宗教施設、銀行・郵便局などの施設及び

政府機関 

 

【PCR 検査の義務化】 

11 月 18 日中央感染症指揮センターは 12 月 1 日から台湾に渡航するすべての渡航者に搭乗前 3 営業日

内の PCR 検査の陰性報告書の提出を義務付けることを発表しました。従来は台湾人や居留証所持者の

PCR 検査は免除されていましたが、海外での感染拡大と感染者渡航の増加を受けて対象者を拡大しました。 

例外は以下の 3 点のみです。 

・二親等以内の親族の死亡または重病場合 

・出発地で自費検査を受けられない場合 

・中央感染症指揮センターが特別に許可した場合 

 

【ノービザ滞在の再延長措置について】 

10 月 15 日内政部移民署の延長発表を最後に 11 月では再延長の発表はされていません。これにより既に

台湾にいながら本来の滞在期間が過ぎてしまっていた外国人は、前回発表と同様計 300 日までの滞在となり

ます。ノービザ延長措置で滞在している日本人は自身がいつまで滞在可能か再度確認することをお勧めします。 

 

・感染者・死亡者速報通知(2020 年 11 月 30 日付) 
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【短期ビジネス目的による渡航】 

居留証を持たない外国人の台湾渡航には、事前に日本の台北駐日経済文化代表処（または弁事処、分

処）にて、停留ビザを事前に申請・取得する必要があります。 

前回と取得方法の変更はありませんが、現在台湾への渡航者が増えており、以下の状況が見られます。 

・台湾当局が発行した許可書、通知書等台湾への渡航が必要なことを証明できるなんらかの公文書の所持者  

 のビザ発給を優先 

・渡航後の台湾での 14 日間の隔離を行うホテルの予約が取れない。 

上記の状況により渡航の延期や時期の再検討をする状況が発生しているため、ビザ取得を行う場合は最新の

状況を確認したうえで早めの対応を行う必要があります。 
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